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ま
な
ぶ

ド
ミ
ニ
コ
�
橋

学
神
学
生
３７

歳
（
受
洗
北
仙
台
教
会
・
新
潟
教
会

出
身
）
は
、
三
月
二
十
八
日
（
日
）

十
三
時
三
十
分
か
ら
、
出
身
教
会
の

新
潟
教
会
に
お
い
て
多
数
の
信
徒
ら

の
祈
り
と
祝
福
の
中
で
、
佐
藤
敬
一

司
教
か
ら
助
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。

佐
藤
司
教
は
説
教
で
「
人
の
子
は

仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
仕
え

る
た
め
に
来
た
の
で
あ
る
」（
マ
ル

コ
１０－

４５
）
と
説
き
、
す
べ
て
の
人

の
奉
仕
者
と
な
ら
れ
た
仕
え
る
キ
リ

ス
ト
の
姿
に
倣
っ
て
、
励
む
よ
う
に

と
諭
さ
れ
た
。

教
区
に
と
っ
て
は
一
〇
年
ぶ
り
の

助
祭
叙
階
の
喜
び
で
あ
っ
て
、
主
司

式
の
佐
藤
敬
一
司
教
を
は
じ
め
、
青

年
会
活
動
以
来
の
恩
人
の
仙
台
教
区

ひ
ろ
し

司
祭
平
田

浩
神
父
や
教
区
司
祭

十
二
名
が
そ
ろ
っ
て
感
謝
の
祭
壇
を

囲
み
、
受
階
者
の
両
親
や
親
交
の
深

か
っ
た
北
仙
台
教
会
の
皆
さ
ん
、

た
か
は
た

高
幡
教
会
（
東
京
日
野
市
）
の
方
々

な
ど
一
〇
〇
名
を
超
す
多
数
の
信
徒

近
隣
の
シ
ス
タ
ー
達
が
喜
び
を
分
か

ち
合
い
、
当
日
の
ミ
サ
献
金
は
教
区

の
一
粒
会
に
献
金
し
て
、
召
命
運
動

や
祈
願
な
ど
さ
ら
な
る
決
意
を
新
た

に
し
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
区
の
全
員
で
司
祭
・
修
道
者
の
召

命
を
願
い
司
教
教
書
の
共
同
祈
願
を

祈
り
続
け
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、

き
ょ
う
の
お
恵
み
を
い
た
だ
い
て
、

こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
司
祭
が
与
え
ら
れ
ま
す
日
を

楽
し
み
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
祈
り

続
け
ま
す
。」

参
加
者
の
喜
び
の
声

２
面
に
関
係
記
事

昨
年
一
〇
月
、
神
言
修
道
会
（
以

下
、
神
言
会
）
の
創
立
者
ア
ー
ノ
ル

ド
・
ヤ
ン
セ
ン
神
父
と
同
会
最
初
の

殉
教
者
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ラ
イ
ナ
デ
メ
ッ

ツ
神
父
が
列
聖
さ
れ
ま
し
た
。
神
言

会
の
神
父
様
に
は
新
潟
教
区
で
一
〇

〇
年
も
働
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
心
よ
り
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

私
は
神
言
会
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

（
自
分
の
修
道
会
）
と
を
心
の
ど
こ

か
で
比
べ
て
い
る
の
で
す
ね
。
性
格

が
ひ
ね
く
れ
て
い
る
せ
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
神
言
会
に
大
き

な
差
を
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
い
る
の

で
す
。
神
言
会
は
新
潟
教
区
に
も
毎

年
若
い
司
祭
を
派
遣
し
て
く
れ
ま
す

し
、
何
か
勢
い
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
を
感
じ
ま
す
。
一
体
ど
ん
な
理

由
が
あ
っ
て
、
こ
の
差
が
出
る
の
で

し
ょ
う
。
今
日
、
私
は
自
分
な
り
に

納
得
で
き
る
理
由
を
見
つ
け
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
神
言
会
の
皆
さ
ん
に

は
、
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
聖
人
が

い
た
の
で
す
。

聖
人
の
影
響
は
大
き
い
で
す
ね
。

私
は
一
〇
年
前
シ
ノ
ド
ス
（
世
界
司

教
代
表
者
会
議
）
で
、
マ
ザ
ー
・
テ

レ
サ
に
会
っ
て
い
ま
す
。
ヴ
ァ
チ
カ

ン
の
中
庭
で
、
老
人
施
設
か
ら
出
て

く
る
彼
女
（
今
は
福
者
）
に
出
会
い

ま
し
た
。
会
議
の
休
み
時
間
に
、
お

年
寄
り
を
慰
め
に
行
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。「
あ
の
建
物
、
パ
パ
様
が

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
」
と
言
う
福
者

の
笑
顔
は
本
当
に
輝
い
て
見
え
ま
し

た
。
直
接
の
出
会
い
は
そ
れ
だ
け
で

す
。
し
か
し
、
後
で
読
ん
だ
り
聞
い

た
り
す
る
こ
と
は
み
な
、
あ
の
笑
顔

に
重
な
り
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
世
の

雑
務
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
私
の
目
を

神
様
の
方
に
向
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

聖
ヤ
ン
セ
ン
が
日
本
に
宣
教
師
を

派
遣
し
て
く
れ
た
の
は
一
九
〇
七

年
、
天
に
召
さ
れ
た
の
は
そ
の
二
年

後
。
で
す
か
ら
初
期
の
宣
教
師
た
ち

は
、
間
違
い
な
く
聖
人
の
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
ね
。
聖
人
の
何
か
を
実

感
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
世

代
は
過
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
の

世
代
の
神
父
様
が
た
も
、
何
か
の
形

で
そ
の
影
響
を
受
け
継
い
で
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
は
実
感
で
き
る
、

こ
う
い
う
近
い
聖
人
が
い
ま
せ
ん
。

八
〇
〇
年
前
の
聖
人
は
書
き
物
や
話

の
中
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。実
感
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
。

近
い
聖
人
は
う
ら
や
ま
し
い
で
す
ね
。

し
か
し
新
潟
教
区
は
聖
ヤ
ン
セ
ン

が
選
び
、
最
初
の
宣
教
師
を
派
遣
し

て
く
れ
た
教
区
で
す
。
今
も
祈
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
聖
ヤ
ン
セ
ン
は
わ
た
し
た
ち

の
聖
人
で
も
あ
る
の
で
す
。
心
を
合

わ
せ
て
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ヤ
ン
セ
ン
神

父
の
列
聖
を
祝
い
、
そ
の
取
り
次
ぎ

を
願
い
ま
し
ょ
う
。

昨
年
十
月
五
日
バ
チ
カ
ン
で
行
わ
れ
た
聖
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ヤ
ン
セ
ン
司
祭
と
聖

ヨ
ゼ
フ
・
フ
ラ
イ
ナ
デ
メ
ッ
ツ
司
祭
の
列
聖
を
記
念
す
る
ミ
サ
が
、
一
月
十
二
日

南
山
教
会
（
名
古
屋
市
）
で
捧
げ
ら
れ
た
。

主
司
式
は
ロ
ー
マ
教
皇
庁
大
使
エ
ム
ブ
ロ
ー
ズ
・
デ
・
パ
オ
リ
大
司
教
。
野
村

純
一
名
古
屋
司
教
な
ど
と
共
に
共
同
司
式
の
祭
壇
を
囲
ん
だ
佐
藤
敬
一
司
教
が
聖

ヤ
ン
セ
ン
と
新
潟
教
区
と
の
か
か
わ
り
と
思
い
を
語
ら
れ
た
。

（
列
聖
聖
人
の
こ
と
は
二
〇
〇
三
年
教
区
報
・
第
二
二
六
号
に
掲
載
済
）

助助
祭祭
叙叙
階階
をを
受受
けけ
まま
しし
たた

�
橋

学

平
素
か
ら
一
粒
会
へ
の
献
金
や
祈

り
な
ど
の
形
で
、
新
潟
教
区
神
学
生

育
成
の
た
め
の
援
助
に
地
道
に
尽
力

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
信
徒
の
皆
様

に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭

様
で
三
月
二
十
八
日
に
新
潟
教
会

で
、
佐
藤
司
教
様
よ
り
助
祭
叙
階
を

受
け
ま
し
た
。
自
分
よ
り
も
余
程
有

為
な
青
年
が
共
同
体
の
中
に
混
じ
っ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
日
本
社

会
で
最
も
惨
め
な
者
が
招
か
れ
た
の

で
あ
ろ
う
と
思
え
て
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
。
教
会
共
同
体
は
救
い
の
計
画

に
協
力
す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の

中
か
ら
奉
仕
者
を
任
命
し
て
き
た
と

言
わ
れ
ま
す
。
私
は
奉
仕
者
と
呼
ぶ

に
は
拙
い
器
で
、
申
し
訳
な
い
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
微
力
な

が
ら
努
力
す
る
心
積
も
り
で
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

カトリック新潟教区
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神神
言言
修修
道道
会会

ヤヤ
ンン
セセ
ンン
神神
父父
のの
列列
聖聖
佐佐
藤藤
敬敬
一一
司司
教教

教教会会のの喜喜びびとと感感謝謝

１０年ぶりの助祭叙階
�橋 学神学生（新潟）
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走走
馬馬
灯灯
のの
如如
きき

司司
祭祭
職職
六六
〇〇
年年

三
森

泰
三

一
九
四
四（
昭
和
十
九
）年
三
月
十

九
日
四
旬
節
第
四
主
日
、司
祭
叙
階
。

今
年
は
あ
れ
か
ら
六
〇
年
に
な
っ

た
。
ロ
ー
マ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
神
学

院
で
、
当
時
布
教
聖
省
長
の
フ
マ
ゾ

ニ
・
ビ
オ
ン
デ
ィ
枢
機
卿
か
ら
叙
階

さ
れ
た
。
十
九
名
が
一
緒
に
叙
階
さ

れ
た
。
戦
争
中
で
、
十
九
名
は
少
人

数
だ
っ
た
。
日
本
人
で
は
札
幌
教
区

の
田
村
忠
義
師
と
二
人
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
日
聖
ヨ
ゼ
フ
の
祝
日
、
東

京
の
暁
星
中
学
の
ロ
ー
マ
の
姉
妹
校

で
初
ミ
サ
を
捧
げ
た
。
お
昼
の
食
事

は
当
時
最
初
の
バ
チ
カ
ン
日
本
大
使

と
な
ら
れ
た
原
田
大
使
宅
で
ご
ち
そ

う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
。

そ
の
翌
年
一
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
在
住

の
日
本
人
た
ち
と
一
緒
に
帰
国
。
昭

和
二
十
一
年
一
月
の
初
め
、
ナ
ポ
リ

で
引
揚
船
に
乗
る
。
ス
ペ
イ
ン
船
で

あ
っ
た
。
地
中
海
か
ら
初
め
て
ス
エ

ズ
運
河
を
出
る
と
い
う
船
で
心
細

か
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で

日
本
の
引
揚
船
に
乗
り
換
え
、
三
月

末
に
浦
賀
に
上
陸
し
た
。

帰
国
後
、
東
京
吉
祥
寺
の
神
言
会

の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ホ
ー
ム
に
お
世
話

に
な
り
、
荷
物
を
受
け
取
り
、
三
月

末
新
潟
に
帰
っ
た
。
途
中
、
名
古
屋

の
松
岡
孫
四
郎
教
区
長
（
後
に
司
教

と
な
る
）
は
新
潟
教
区
長
を
兼
ね
て

お
ら
れ
た
の
で
、
帰
国
の
あ
い
さ
つ

を
し
、
新
潟
教
会
の
助
任
司
祭
の
任

命
を
受
け
る
。

新
潟
教
会
に
帰
り
、
同
年
四
月
中

は
休
み
を
頂
き
、
秋
田
の
郷
里
に
帰

る
。同

年
五
月
か
ら
新
潟
教
会
に
着

任
、
新
潟
で
は
新
津
と
村
松
の
信
者

の
た
め
に
月
に
一
回
ず
つ
ミ
サ
と
研

究
会
な
ど
を
し
た
。
ま
だ
教
会
が
な

か
っ
た
。

同
年
十
二
月
二
十
三
日
、
鶴
岡
教

会
の
主
任
司
祭
だ
っ
た
司
祭
が
亡
く

な
ら
れ
た
の
で
、
新
潟
か
ら
鶴
岡
へ

通
っ
た
。
四
月
に
秋
田
教
会
に
転
任

し
た
。

二
年
後
、
名
古
屋
の
聖
ヨ
ハ
ネ
小

神
学
校
の
責
任
者
と
な
っ
て
約
四
年

務
め
る
。
教
区
長
が
名
古
屋
教
区
と

新
潟
教
区
を
兼
ね
て
お
ら
れ
た
の

で
、
両
教
区
の
小
神
学
生
が
南
山
中

学
、
同
高
校
に
通
っ
て
お
ら
れ
た
。

一
九
五
三
年
三
月
に
野
田
時
助
教

区
長
が
新
潟
教
区
長
に
任
命
さ
れ
た

の
で
、
名
古
屋
の
小
神
学
校
を
引
き

揚
げ
て
新
潟
へ
帰
り
、
新
潟
教
会
の

主
任
司
祭
と
、
教
区
長
の
補
佐
を
兼

ね
た
。
当
時
新
潟
教
区
に
は
教
区
司

祭
は
い
な
か
っ
た
。
柿
崎
鉄
郎
師
が

い
て
、
私
よ
り
先
輩
だ
っ
た
が
、
ア

メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
学
し

て
い
た
。
や
が
て
鎌
田
師
や
町
田
師

な
ど
が
司
祭
に
な
ら
れ
た
が
、
当
分

私
が
新
潟
教
会
の
主
任
を
務
め
た
。

野
田
教
区
長
が
一
九
六
一
年
に
亡

く
な
ら
れ
、
伊
藤
庄
治
郎
師
が
司
教

に
任
命
さ
れ
、
私
は
一
九
八
五
年
ま

で
新
潟
教
会
の
主
任
と
伊
藤
司
教
の

補
佐
を
続
け
、
佐
藤
現
司
教
の
任
命

に
よ
り
青
山
教
会
、
寺
尾
教
会
に
移

り
、
一
九
九
六
年
四
月
再
び
新
潟
教

会
に
戻
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
は
ヴ
ィ
ア
ン
ネ
ー
館
に
住
ま
い

し
、
新
潟
教
会
の
日
曜
日
の
ミ
サ
を

捧
げ
手
伝
っ
て
い
る
。

助
祭
と
は

叙
階
の
秘
跡
に
は
三
つ
の
段
階
が

あ
り
ま
す
。司
教
叙
階
、司
祭
叙
階
、

助
祭
叙
階
で
す
。
叙
階
の
秘
跡
を
受

け
た
司
教
、
司
祭
、
助
祭
は
い
ず
れ

も
聖
職
者
（
教
役
者
）
と
呼
ば
れ
ま

す
が
、
そ
こ
に
は
役
務
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。
司
教
と
司
祭
を
混
同
す
る

こ
と
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
司
祭

と
助
祭
の
違
い
と
な
る
と
多
少
混
乱

が
あ
る
よ
う
で
す
。
時
ど
き
助
祭
を

助
任
司
祭
の
こ
と
だ
と
勘
違
い
し
て

い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

す
べ
て
の
信
者
は
洗
礼
と
堅
信
に

よ
っ
て
大
祭
司
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の

祭
司
職
に
与
り
ま
す
。
こ
れ
は
共
通

祭
司
職
と
呼
ば
れ
ま
す
。
信
者
は
そ

れ
ぞ
れ
日
々
の
祈
り
と
生
活
を
キ
リ

ス
ト
に
結
ば
れ
て
神
に
捧
げ
る
使
命

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
祭
司

職
の
た
め
に
も
う
一
つ
役
務
と
し
て

の
祭
司
職
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
共

通
祭
司
職
を
よ
く
果
た
せ
る
よ
う
信

者
に
奉
仕
す
る
祭
司
職
で
す
。
司
教

と
司
祭
は
叙
階
に
よ
っ
て
こ
の
役
務

と
し
て
の
祭
司
職
を
受
け
ま
す
。
一

方
助
祭
は
、
そ
こ
に
「
祭
」
と
い
う

字
が
付
き
ま
す
が
、
役
務
と
し
て
の

祭
司
職
を
受
け
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
司
教
や
司
祭
の
よ

う
に
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
助
祭
は
奉
仕
の
務
め
の
た
め

に
叙
階
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
司

教
の
権
威
と
指
導
の
も
と
次
の
よ
う

な
任
務
を
担
い
ま
す
。
ミ
サ
の
中
で

司
教
と
司
祭
を
助
け
、
聖
体
を
配
り

結
婚
式
に
立
ち
会
っ
て
祝
福
し
、
福

音
を
宣
言
し
、
説
教
を
行
い
、
葬
儀

を
司
式
し
ま
す
。
助
祭
は
こ
の
よ
う

な
典
礼
上
の
奉
仕
や
様
々
な
愛
の
奉

仕
に
よ
っ
て
共
同
体
に
仕
え
ま
す
。

そ
も
そ
も
助
祭
（
デ
ィ
ア
コ
ノ

ス
）
は
「
給
仕
を
す
る
者
」「
仕
え

る
者
」
を
意
味
し
ま
す
。
使
徒
言
行

録
で
ス
テ
フ
ァ
ノ
を
は
じ
め
と
す
る

七
人
が
食
事
の
世
話
の
た
め
に
選
ば

れ
ま
す
。
彼
ら
が
最
初
の
助
祭
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
任
務
は
時
代
と

と
も
に
変
遷
し
、
西
方
教
会
で
は
永

続
的
な
役
務
で
は
な
く
、
司
祭
に
叙

階
さ
れ
る
前
の
過
渡
的
な
役
務
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
第

二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
後
、
終
身
助
祭

職
が
復
興
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
終
身
助
祭
に
は
、
独
身
者
だ
け

で
は
な
く
妻
帯
者
も
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
現
在
で
は
、
過
渡
的
な

助
祭
職
と
終
身
助
祭
職
が
あ
り
、
と

も
に
共
同
体
に
奉
仕
す
る
使
命
を

担
っ
て
い
ま
す
。（
助
祭
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

カ
テ
キ
ズ
ム
』
一
五
六
九
項
〜
一
五

七
一
項
、『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教

え
』二
三
〇
ペ
ー
ジ
、『
新
カ
ト
リ
ッ

ク
大
辞
典
』
の
関
連
箇
所
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

三
森
泰
三
神
父
（
教
区
本
部
付
）

は
、
三
月
十
九
日
に
司
祭
叙
階
六
〇

周
年
を
迎
え
て
、
来
る
五
月
五
日

（
水
）
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
、
新
潟

司
教
座
聖
堂
で
記
念
ミ
サ
を
捧
げ

る
。こ

の
た
び
の
慶
祝
は
、
佐
藤
司
教

様
の
意
向
で
新
潟
県
内
の
教
会
を
主

体
と
し
て
祝
う
も
の
で
、
キ
リ
ス
ト

の
司
祭
職
に
お
召
し
く
だ
さ
っ
た
神

を
た
た
え
、
そ
れ
に
応
え
て
教
区
の

た
め
に
長
い
年
月
を
尽
く
さ
れ
た
三

森
神
父
の
ご
苦
労
に
感
謝
の
意
を
表

し
て
、
と
も
に
祈
り
祝
お
う
と
、
同

実
行
委
員
会
は
神
父
の
親
族
、
来
賓

関
係
者
を
は
じ
め
、
県
内
の
教
会
や

県
内
修
道
会
に
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
た
。

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
司
祭
の
高

齢
化
、
司
祭
数
の
不
足
と
い
う
現
状

の
中
で
、
教
会
共
同
体
に
奉
仕
す
る

新
し
い
役
務
者
養
成
の
必
要
か
ら
、

昨
年
秋
の
山
形
地
区
主
催
の
同
講
座

に
続
い
て
、
四
月
十
八
日
（
日
）
と

四
月
二
十
五
日
（
日
）
の
二
回
、
い

ず
れ
も
十
四
時
か
ら
十
六
時
三
十
分

ま
で
長
岡
表
町
教
会
を
会
場
に
、
新

潟
・
新
発
田
・
長
岡
地
区
共
催
の
集

会
司
式
者
・
聖
体
奉
仕
者
養
成
講
座

を
開
き
、
参
加
は
五
十
四
名
。

日
程
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

四
月
十
八
日

講
師
大
瀧
浩
一
神
父

第
一
講
話

教
会
と
奉
仕
の
使
命

第
二
講
話

教
会
に
い
の
ち
を
与

え
る
聖
体

四
月
二
十
五
日

第
三
講
話

典
礼
と
は
何
か
・
主

日
の
意
義
・
集
会
祭
儀
の
意
義

講
師

町
田

正
神
父

奉
仕
の
実
践

講
師

高
藪

修
神
父

三三
森森
泰泰
三三
神神
父父

司司
祭祭
叙叙
階階
六六
〇〇
年年
へへ

集集会会司司式式者者・・聖聖体体奉奉仕仕者者のの養養成成

新
潟
県
内
の
三
地
区
共
催
講
座
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創
立
５０
周
年
を
祝
う

聖
母
保
育
園（
長
岡
地
区
・
直
江
津
）

新
潟
教
区
司
祭
評
議
会
の
三
十
九

回
総
会
が
三
月
二
十
九
、
三
十
の
両

日
開
か
れ
て
次
の
事
項
を
協
議
し
た
。

一
、
新
潟
教
区
司
祭
の
集
い

六
月
七
、
八
の
両
日
、「
共
同
司

牧
」
を
テ
ー
マ
に
、
す
で
に
共
同
牧

に
取
り
組
ん
で
い
る
京
都
教
区
か
ら

司
祭
を
招
き
、
鳥
海
山
荘
（
山
形
県

八
幡
町
）
で
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

昨
年
は
「
主
日
の
集
会
祭
儀
と
病

人
の
聖
体
拝
領
の
奉
仕
の
あ
り
方
や

奉
仕
者
の
養
成
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
新
潟
教

区
で
の
「
共
同
司
牧
」
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
教
区
会
計
報
告

例
年
、
春
の
総
会
で
会
計
報
告
が

行
わ
れ
る
が
、
今
回
は
、
全
体
の
収

支
の
ほ
か
に
、
各
地
区
で
の
「
司
祭

活
動
負
担
金
」
の
状
況
に
つ
い
て
も

話
さ
れ
た
。

４
面
に
関
係
記
事

三
、
教
区
佐
渡
キ
リ
シ
タ
ン
塚
巡
礼

教
区
信
徒
大
会
の
な
い
年
に
、
佐

渡
と
米
沢
に
巡
礼
を
行
っ
て
い
て
、

今
年
は
十
月
十
一
日
（
体
育
の
日
）

佐
渡
キ
リ
シ
タ
ン
塚
へ
巡
礼
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
申
し
込
み
等
は
各
地

区
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
十
一
時
か
ら
現
地
で
、
雨
天
の

場
合
は
十
一
時
三
十
分
か
ら
佐
渡
教

会
で
ミ
サ
を
行
う
こ
と
だ
け
が
確
認

さ
れ
た
。

四
、
新
潟
・
新
発
田
・
長
岡
地
区
合

同
聖
体
奉
仕
者
養
成
講
座

四
月
十
八
日
と
二
十
五
日
の
二
日

間
、
長
岡
表
町
教
会
を
会
場
に
、
合

同
の
奉
仕
者
養
成
講
座
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
、
申
し
込
み
者
数
、

講
座
内
容
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

五
、
司
祭
の
高
齢
化
、
減
少
と
こ
れ

か
ら
の
教
会
の
あ
り
方

次
の
話
し
合
い
が
あ
っ
た
。

「
司
祭
の
高
齢
化
や
足
り
な
く

な
っ
た
り
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に

今
ま
で
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
の

か
と
い
う
守
り
の
姿
勢
と
、
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
ど
の
よ
う
な
宣

教
、
司
牧
が
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う

攻
め
の
姿
勢
が
考
え
ら
れ
る
が
、

い
っ
た
い
ど
ち
ら
な
の
か
」
と
い
う

質
問
か
ら
始
ま
り
、他
の
教
区
で「
共

同
宣
教
司
牧
」「
宣
教
協
力
体
」
と

い
う
よ
う
に
「
宣
教
で
き
る
共
同
体

と
な
る
」
こ
と
が
前
面
に
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
教
区
、

修
道
会
を
問
わ
ず
、
新
潟
教
区
か
ら

召
命
が
出
て
い
な
い
と
い
う
現
実
、

体
験
学
習
な
ど
か
ら
召
命
が
生
ま
れ

て
い
る
他
の
教
区
の
例
、
つ
ぶ
れ
そ

う
に
な
っ
た
が
急
に
召
命
が
「
や
っ

て
き
た
」
と
い
う
修
道
会
の
例
な
ど

も
紹
介
さ
れ
、
現
在
地
区
単
位
で
結

ば
れ
て
い
る
修
道
会
と
の
契
約
を
人

数
で
の
契
約
に
変
え
、
教
区
司
祭
と

一
緒
に
働
く
可
能
性
は
な
い
か
と
い

う
意
見
も
出
さ
れ
た
。

簡
単
に
答
え
を
出
せ
る
問
題
で
は

な
い
が
、
今
回
の
話
し
合
い
を
踏
ま

え
、
教
区
司
祭
の
集
い
な
ど
で
、
引

き
続
き
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

六
、
各
地
区
情
報
交
換

各
地
区
の
動
き
と
、
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
情
報
交
換
が
あ
っ
た
。

七
、
各
担
当
司
祭
報
告

教
区
中
学
生
錬
成
会
は
八
月
九
日

（
月
）か
ら
十
一
日（
水
）に
、「
あ
っ
た

か
山
」（
秋
田
県
六
郷
町
）に
開
か
れ
る
。

三
月
十
三
日
（
土
）
直
江
津
教
会

（
長
岡
地
区
）
に
隣
接
す
る
聖
母
保

育
園
が
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
、
木

浦
正
幸
上
越
市
長
お
よ
び
地
区
・
教

区
の
関
係
司
祭
や
保
育
園
の
旧
職
員

が
参
列
し
て
、
盛
大
に
記
念
式
典
が

行
わ
れ
た
。

同
保
育
園
が
加
入
し
て
い
る
社
会

福
祉
法
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
第
三
会
理

事
長
の
佐
藤
敬
一
司
教
は
「
今
の
世

界
は
豊
か
な
国
は
ま
す
ま
す
豊
か
に

な
り
、
貧
し
い
国
は
ま
す
ま
す
貧
し

く
な
っ
て
、
こ
れ
を
解
決
す
る
効
果

的
な
方
法
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
自
分
中
心
の
人
間
の
心
が
変
わ

ら
な
い
限
り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い

世
界
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ど
う
ぞ

良
い
世
界
に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
純
粋
な
子
供
た
ち
の
心
に
、
弱

い
人
や
小
さ
な
人
に
対
す
る
優
し

さ
、
苦
し
ん
で
い
る
人
や
貧
し
い
人

に
対
す
る
思
い
や
り
を
育
て
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
れ
が
ま
さ
に
『
聖
母

保
育
園
』
が
目
指
し
て
き
た
教
育
で

あ
っ
た
と
思
う
」と
五
〇
年
に
お
よ
ぶ

関
係
者
の
努
力
に
感
謝
を
述
べ
た
。

聖
母
保
育
園
長
フ
ベ
ル
ト
・
ネ
ル

ス
カ
ン
プ
神
父
の
話

５０
年
の
間
に

卒
園
児
は
一
、
七
二
八
人
に
な
り
ま

す
。
雨
の
日
も
雪
の
日
も
子
供
た
ち

の
送
り
迎
え
を
し
た
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
は
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
は
職
員
と
共
に
子
供
た
ち
の
成

長
を
見
守
り
、
い
つ
も
新
し
い
園
児

を
喜
ん
で
迎
え
、
涙
を
流
し
な
が
ら

卒
園
児
を
見
送
り
ま
す
。
毎
日
、
園

児
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
幸
せ

を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

司

祭

の

異

動

▽
秋
田
教
会
主
任（
秋
田
教
会
助
任
）

ホ
セ
・
ル
イ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ＝

神
言

会
▽
土
崎
教
会
主
任
（
大
館
教
会
主

任
、
鹿
角
教
会
兼
任
）
飯
野
耕
太
郎

＝

神
言
会
▽
本
荘
教
会
主
任
（
土
崎

教
会
主
任
）
桃
田
清
明＝

神
言
会

◆
転
出

名
古
屋
教
区
五
反
城
教
会

へ
（
秋
田
教
会
主
任
）
七
種
照
夫＝

神
言
会
▽
留
学
（
秋
田
教
会
助
任
）

成
井
大
介＝

神
言
会
▽
留
学
（
大
館

教
会
助
任
）
ヤ
ヌ
シ
ュ
・
ク
チ
ッ
キ

＝

神
言
会

◇
転
入

大
館
教
会
主
任
、
鹿
角
教

会
兼
任
（
長
崎
教
区
西
町
教
会
助

任
）
ノ
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
ナ
ハ
ク＝

神
言
会
▽
秋
田
教
会
助
任
（
名
古
屋

教
区
恵
方
町
教
会
助
任
）
フ
ェ
リ
ッ

ク
ス
・
ロ
ボ＝

神
言
会
▽
大
館
教
会

助
任
、
鹿
角
教
会
兼
任
（
新
司
祭
）

フ
ェ
ル
デ
ィ
マ
ー
ル
・
フ
ァ
ミ
ニ
ア

ラ
ガ
オ＝

神
言
会

三
月
十
四
日
、
十
五
日
の
両
日
、

高
田
教
会
で
長
岡
地
区
主
催
の
中
高

生
の
春
の
合
宿
を
開
き
、
二
十
二
人

の
中
高
生
と
八
人
の
リ
ー
ダ
ー
が

集
っ
て
、
過
越
し
の
神
秘
、
主
イ
エ

ス
の
受
難
、
死
、
復
活
の
み
こ
と
ば

を
生
活
を
通
し
て
深
め
る
た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

特
に
真
夜
中
に
聖
堂
で
二
十
二
本

の
ろ
う
そ
く
の
も
と
で
、
一
時
間
余

り
の
祈
り
の
と
き
を
も
っ
た
。

夏
の
合
宿
は
八
月
四
日
、
五
日
、

高
柳
町
の
じ
ょ
ん
の
び
村
で
の
実
施

を
予
定
し
て
い
て
、
長
岡
地
区
以
外

の
中
高
生
の
参
加
も
呼
び
か
け
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

合
宿
参
加
者
の
声

◇
四
旬
節
の
意

味
が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
。（
中
学

三
年
生

佐
藤

信
・
高
田
）

◇
今
回
の
合
宿
で
も
、
い
つ
も
と
同

様
に
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
合
宿
で
は
普

段
会
え
な
い
仲
間
や
初
め
て
来
た
人

も
い
る
の
で
、
毎
回
違
っ
た
楽
し
さ

が
あ
る
。
聖
書
を
読
ん
だ
り
、
神
父

様
の
話
を
聞
き
、
信
仰
を
深
め
る
こ

と
や
仲
間
を
つ
く
る
に
は
と
て
も
良

い
機
会
だ
と
思
う
。
中
高
生
の
み
な

さ
ん
夏
の
合
宿
に
は
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。（
高
校
一
年
生

相

葉
マ
ナ
・
高
田
）

宣宣
教教
でで
きき
るる
共共
同同
体体
のの
ああ
りり
方方
もも
検検
討討

司司
祭祭
評評
議議
会会

また、夏にやろうよ�

た
く
ま
し
い
信
仰
を
育
て
る（
長
岡
地
区
）
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寄付金収入�
12,531�
（36％）�

負担金収入�
18,422�
（52％）�

補助金収入�
359(１％)

その他の収入�
210(１％)

3,352�
(10％)

献金収入�
�

宗教�
活動費�
7,151�
（16％）�

5,897�
（13％）�

人件費�
21,778�
（51％）�

維持管理費�
8,907�
（20％）�

数字の単位は千円�

数字の単位は千円�

15年度支出�

15年度収入�

事務運営費�
�

教
区
の
十
五
年
度
一
般
会
計
は
、

収
入
が
三
千
四
百
八
十
七
万
円
、
支

出
が
四
千
三
百
七
十
三
万
円
で
、
全

体
の
収
支
と
し
て
は
約
九
百
万
円
の

赤
字
と
な
っ
た
。

こ
の
赤
字
分
は
老
朽
化
が
進
み
応

急
工
事
で
は
追
い
つ
か
な
い
司
教
館

の
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
と
、
次
期

教
区
長
用
執
務
室
の
木
製
窓
枠
の

サ
ッ
シ
へ
の
取
替
工
事
費
（
施
設
修

繕
費
）
八
百
五
十
万
円
の
緊
急
支
出

に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
を
除
く
と
辛

う
じ
て
収
支
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

教
区
の
会
計
は
、
基
本
的
に
は
小

教
区
が
拠
出
負
担
す
る
教
区
維
持
費

（
小
教
区
負
担
金
）
に
よ
っ
て
賄
わ

れ
て
い
る
の
で
、
小
教
区
の
苦
し
い

会
計
事
情
が
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
、

厳
し
い
教
区
財
政
に
な
っ
て
い
る
と

い
え
る
。

支
出
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
る
人

件
費
の
う
ち
、
司
祭
の
給
料
は
千
三

百
万
円
あ
ま
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

園
長
を
し
て
い
る
司
祭
等
の
寄
付
金

千
百
八
十
六
万
円
と
、
本
部
に
納
め

ら
れ
る
新
潟
・
新
発
田
地
区
の
小
教

区
か
ら
の
司
祭
活
動
負
担
金
二
百
六

十
万
円
と
で
賄
っ
て
い
る
。
園
長
を

出
来
る
司
祭
の
減
少
、
園
児
数
の
減

少
に
よ
る
幼
稚
園
の
財
政
事
情
に
よ

り
、
園
長
給
か
ら
の
寄
付
に
依
存
し

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
司

祭
活
動
負
担
金
は
、
伸
び
悩
み
の
状

態
が
続
い
て
い
る
。

信
徒
の
責
務
で
あ
る
教
会
の
維
持

と
、
小
教
区
の
た
め
に
働
く
司
祭
の

生
計
の
維
持
に
つ
い
て
各
小
教
区
で

話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

【県 別 内 訳】 参考資料（２００３年）

■新 潟 県 県庁統計課
面 積…１２，５８２� （２００２年）
人 口…２，４５５，４８０人 ２，４６３，５２１人
信徒数…４，９２２人（人口対比０．２０％） ４，９２９人

■山 形 県 県庁統計課
面 積…９，３２３� （２００２年）
人 口…１，２２９，２３０人 １，２３５，３６４人
信徒数…８４４人（人口対比０．０７％） ８３３人

■秋 田 県 県庁統計課
面 積…１１，６１１� （２００２年）
人 口…１，１６６，０９２人 １，１７４，９０５人
信徒数…１，７９３人（人口対比０．１５％） １，７８７人

（２００３年１２月３１日現在）

（教区人口比：０．１６％）

信 者 総 数 ………………………………７，７１１人
求 道 者 …………………………………７６人

２．人 員 構 成

聖 霊 奉 侍 布 教 修 道 女 会 邦人 ………９
外国人 ……２

聖 心 の 布 教 姉 妹 会 邦人 ………６２
マリアの宣教者フランシスコ修道会 邦人 ………３
ナミュール・ノートルダム修道女会 邦人 ………６
オ タ ワ 愛 徳 修 道 女 会 邦人 ………３

外国人 ……１
聖 ク ラ ラ 会 邦人 ………９

志願者 邦人 ………１
聖母カテキスタ会（在俗） 邦人 ………１４

３．事 業

幼 稚 園 ………………２７
園児数 …………３，２０８

女 子 中 学 校 ………………２
生徒数 ……………１５５

女 子 高 等 学 校 ………………２
生徒数 …………１，３３８

女 子 短 期 大 学 ………………２
学生数 ……………６４１

児 童 福 祉 事 業
保 育 園 ………………７
園児数（年間のべ人数）………１５２，７６５

その他の児童福祉事業 ………………６
宿泊 を 伴 う 利 用 者 数 ……………２８２

数字は人数

死 亡 ……………………………………６８

１．概 況

４．移 動

面 積 ……………………………３３，５１６�
人 口 …………………………４，８５０，８０２人

司 教 ………………１
教 区 司 祭 邦人 ………１５

外国人 ……１
助 祭 邦人 ………０

神 言 会 員 邦人 ………５
外国人 ……６

フ ラ ン シ ス コ 会 員 外国人 ……５
イエズス・マリアの聖心会員 邦人 ………２

外国人 ……１
助 祭 邦人 ………１

神 学 生 邦人 ………１

小 教 区 教 会 ………………３２
巡 回 教 会 ………………４
集 会 所 ………………５
女 子 修 道 院 ………………１０
社 会 福 祉 事 業
老 人 ホ ー ム ………………３
宿泊 を 伴 う 利 用 者 数 ……………１８０

その他の老人福祉事業 ………………１３
宿泊 を 伴 う 利 用 者 数 …………３，０９０
宿泊を伴わない（年間のべ人数）…………３１，７３０

そ の 他 の 福 祉 事 業 ………………２
宿 泊 を 伴 う 利 用 者 数 …………３，２８５
宿泊を伴わない（年間のべ人数）……………１２６

転入 転出
教 区 内 ………………１０ ………………１８
教 区 外 ………………３５ ………………５６
そ の 他 ………………１１ ………………６

数字は人数

求道者

１
０
０
５
７
１
４
０
１８
０
０
０
０
０
０
０
０
１２
７
０
０
４
３
２６
４４
２
０
１０
５
１７
１０
１
０
２
１
０
１
１５
７６

聖職者数（海外派遣司祭１名）１５２名＋一般信徒７，５５９名

結 婚

０
１
０
１
６
２
１
０
１１
０
１
０
０
０
０
１
１
１
２
０
０
２
０
６
１８
０
１
２
０
３
３
１
０
２
０
０
０
６
２７

堅 信

１
０
０
２１
２
０
１
０
２５
０
０
０
１
０
０
１
０
１３
２３
０
０
０
５
４１
６７
０
０
８
３
１１
１０
６
０
０
１
０
０
１７
９５

洗 礼
成 人

２
０
０
３
４
１
１
０
１１
０
２
１
０
０
０
３
１
６
１２
１
０
２
３
２５
３９
０
１
１０
３
１４
６
０
０
１
１
１
０
９
６２

幼 児
３
０
０
１
０
０
１
０
５
０
０
２
０
０
０
２
０
６
１０
７
１
７
１
３２
３９
０
０
４
０
４
１１
１
１
１
０
０
１
１５
５８

信徒数

２２５
７１
２７
１７３
８６６
５４５
６６
７７

２，０５０
３０
１２３
２７０
４０
１４４
１３９
７４６
１６１
４３２
７７３
１１７
１６８
２４８
２２７
２，１２６
４，９２２
６１
１９５
４５８
１３０
８４４
１，００９
５９
６１
３７８
７０
４６
１７０
１，７９３
７，５５９
７，７１１

教 会 名

青 山
亀 田
白 根
寺 尾
新 潟
花 園
鳥 屋 野
佐 渡

新 潟 地 区 計
加 茂
三 条
新 発 田
栃 尾
新 津（ 村 松 ）
見 附

新 発 田 地 区 計
糸 魚 川
柏 崎
高 田（ 妙 高 ）
十 日 町
直 江 津
長 岡 表 町
長 岡 福 住

長 岡 地 区 計
新 潟 県 合 計

酒 田
鶴 岡
山 形
米 沢

山 形 地 区 計
秋 田
大 館
鹿 角
土 崎
能 代
本 荘
横 手

秋 田 地 区 計
新 潟 教 区 計
聖職者・信徒信者総数

１
２
３
４
５
６
７
８

９
１０
１１
１２
１３
１４

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１

２２
２３
２４
２５

２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２

厳
し
い
教
区
財
政

赤
字
は
九
百
万
だ
が
経
常
収
支
は
ほ
ぼ
同
じ

新 潟 司 教 区 統 計
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